中等理科指導案

	●平成１８年５月３１日(水)　　第３校時　W５０８教室　　　●授業者　○班


1． 単元名　「電流の流れ」

2． 本時の位置　　

前時　回路における電流・電圧の関係から、オームの法則について理解することができる。

次時　回路に流れる電流を利用した発熱・磁界について理解することができる。

３．主眼

レモン電池を使って電流についての実験を再度することにより果物電池の存在を知ると共に、電流計・電圧計の使い方についての理解を深める。また、微弱な電池をいくつか使うことにより電池が増えることによる電流・電圧の増加をよりはっきりとわかることができる。

４．指導上の留意点

・レモン電池は液体を使っておりこぼれやすいため、こぼれないように注意を促す。

・レモン電池一つのみの実験の際は結果が非常に聞き取りづらいため、静かに実験をするように促す。

・レモン電池について調べる中で、電流に関しての理解を深められるように、適切な発問をする。
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	レモン電池の存在を知る
	「乾電池」

「アルカリ電池」

「マンガン電池」

「あんなもので本当に電池ができるのか？」

「家にあるものばかりだ」
	○今までの電流の流れに関する実験で使った電池はどんな電池だったか再確認させる。

○乾電池を使ってオルゴールを前で鳴らし、音が鳴ることを確認する。

○アルミホイル・１０円玉・レモン汁をみせ、「レモン電池」があるということを示す。


	５分
	アルミホイル

１０円玉

レモン果汁

フラッシュカード

	実験方法
	実験方法を確認する
	
	○実験方法を説明する。つなぎ方や＋－の方向については、フラッシュカードを用いて強調して説明を行う。

○オルゴールが鳴るかどうか生徒に予想を立てさせ、挙手して意見を出してもらう。
	５分
	フラッシュカード

	実験

まとめ


	レモン電池を使うことによって、電流が得られることを確認する。

電池を増やすことによって、電流が増加することをよりはっきりと体験する。

電流・電圧の増加を、数値で確認する。

本時の学習を振り返る
	「何も聞こえない」

「凄く小さな音でうなっているよ。これで鳴ったことになるのか」

「ゆっくりで音が物凄く低いけれどなっている」

「これでなっていることになるのか」

「もっと大きな音を出したい」

「レモン汁が足りないからではないか」

「電池を増やしたらいいのではないか」

「１０円玉を増やせばいいのではないか」

「電池をふやしたら音がおおきくなった」

「さっきよりもちゃんと鳴っている」

「鳴り方が全然違う」

「電流も電圧も増えた」

「電池が一つの時は殆ど流れていない」

「これだけの差で、オルゴールの鳴り方が全然違う」

「レモンを使った電池でも電流が得られることがわかった」

「弱い電池でもつなげると大きな電流が流れることがよくわかった」

「乾電池ってすごいと思った」
	○＜実験１＞
レモン電池を実際に組み立たて、電子オルゴールを使って本当に電流が流れていることを確認させる。その際に、レモン汁をこぼさないこと、汁を絶対口に入れないことについて注意を促す。

とても小さく低い音だが、音が鳴っていることを確認させる。

○１０円玉をレモン汁にしっかりつけること、ホイルに１０円玉をつけないことの注意を促す。

○全ての班で一通り実験が済んだら、一番良くなった班の机に集まるように指示し、全員に音が鳴っていることを確認させ、レモン電池で本当に電流が得られることを確認させる。

○＜実験２＞
一度席に着くよう指示し、どうしたらより大きな音を鳴らすことができるのか問う。生徒から出た予想を実際に前で行ってみせる。

○予想を立たせて、実験に移る。

○他の班とも協力して実験することを促し、複数の電池をつなげて実験させるよう促す。

○全ての班で結果が出たら、それぞれの班に結果を聞く。

○一つの班に代表で音を鳴らしてもらい、全員で確認する。

○電流・電圧を実際に測るために、電流計・電圧計の使い方を再確認する。

○＜実験３＞

電流計・電圧計を用いて実験をグループごとに行い、電圧・電流の増加を見る。

○結果を各グループに発表させる。

○実験のまとめとして、レモン電池で電流が得られること、弱い電池でも複数つなげることによって得られる電流が増えることを確認する

○自分達が普段何気なく使っている乾電池がとても高性能であることを認識し、同時に電力の大切さ、貴重さを知る。
	３０分

１０分
	アルミホイル

１０円玉

レモン果汁

ペットボトルの底部

ワニ口クリップ

フラッシュカード

フラッシュカード

電流計

電圧計




